
氏名 吉村  治正

学部担当科目

・社会調査実習
・社会調査法
・量的分析法
・演習Ⅰ～Ⅳ
・
・

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・
・
・
・

授業科目

平　成　25　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本社会学会、行動計量学会、経済社会学会、American Sociological Association

中規模に適正化された社会調査データの収集と分析、労働市場形成過程の分析

The Department of Sociology, The University of Chicago

Ph.D.

社会学、社会学方法論、社会調査論

最終学歴

　【研究上の特記事項】

①23～25年度科研費基盤研究（Ｃ）23530623『 郵送・インターネットによる実験的な職歴調査の実
施』代表研究者
②23～25年度科研費基盤研究（Ｃ）23530825『高齢者の社会情動的選択性とリスク志向性が及ぼす
生活の質への影響』分担研究者（代表：青森大学澁谷泰秀先生）
③24～26年度科研費基盤研究（Ｃ）24530788『社会情動的選択性から見た高齢者のソーシャルネッ
トワークに関する研究』分担研究者（代表：秋田県立大学渡部諭先生）

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

全学教務委員、学生相談員兼学生相談室運営委員、セクシャルハラスメント委員、社会調
査協会連絡責任者

大学院博士後期課程
担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科目

・社会学基礎
・
・
・



共著

共著

慶應義塾大学主催シ
ンポジウム『質問紙
の科学：その可能性
と展望』

④

②

⑤

①「調査票はコンテクストを持
たない・・・のか？」

③

④

⑤

①『平成25年度青森県自殺防止
対策取り組み検証事業報告書』

③

（その他）

②

⑤

⑤

④

③

（学会発表）

①センシティブな社会調査にお
ける使い捨て項目の効果につい
て

②

②

③

④

（学術論文）

青森県庁委託研究事業報告（非売
品）

社会調査におけるコンテクストの影
響について

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（著書）

2014年3月5日 共著者：船木和夫（青森大学）奈良大学紀要

2014年3月

2014年1月11日


